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⑴　会社名・代表者名　　

株式会社　アイチ．　　　代表取締役　　葛　城　　亮

⑵　本所在地

福岡市東区東浜2丁目85番24号

TEL　（092-642-1101）　　FAX　（092-642-1102）

⑶　創立年月日

2007年　5月　18日

⑷　資本金

⑸　売上高

⑹　従業員数

49名

⑺　事業年度（活動年度）

9月～翌年8月

⑻　事業内容（認証・登録）

産業廃棄物の収集運搬及び中間処理、再生路盤材の製造・販売

⑼　処理実績　（2022年度）

中間処理量　　　２４２，９２９　ｔ

収集運搬量　　　　　２，９４４　ｔ

処理残差物（木くず・紙くず） 　２１６　　　ｔ

⑽　対象範囲 （全組織・全活動）

株式会社　アイチ．　　環境管理責任者　近藤　隼斗

認証登録番号　００１２３５１

※　関連会社

アスミオ．株式会社　（総合建設業）

1.　（Ｐｌａｎ）　組織の概要

コンクリート殻

アスファルト殻

金属くず 　２，２８１　　ｔ

その他がれき類

　２２３，０５６　ｔ

　１０，２９６　　ｔ

　７，０８０　　　ｔ

5,000万円

１４４，１９７万円　（2022年度）
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⑾　許可の内容　（産業廃棄物処理業）

・処分業許可番号 ０７７２０１３８０９２（福岡市）

・許可年月日 2023年　3月　27日

・有効期限 2028年　3月　26日

・産廃の種類 ガラスくず及び陶器くず（石膏ボードを除く）

がれき類
※（保管場所）

㎡

㎥

ｍ

・処理能力 1次破砕機　　　270ｔ/ｈ

2次破砕機　　　157ｔ/ｈ

振動ふるい機　235ｔ/ｈ 1,256ｔ/日（8ｈ）

※（フロー図）

⑾　許可の内容　（産業廃棄物収集運搬業）

・収集運搬業許可 ０４０００１３８０９２（福岡県）

・収集運搬車両 4トンダンプ　3台

・許可年月日 2023年　9月　27日

・有効年月日 2028年　9月　26日

・積替え保管の有無 無し

・その他保有機械 ホイールショベル　2台

パワーショベル　　6台

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※廃プラスチック類、金属くず及びガラスくず等（以上3品目については自動車等破砕物を除く。）

、燃え殻、汚泥（無機性のものに限る）、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、

動物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、ダスト類（以上、石綿含有産業廃棄物を含む。）

以上16種類

繊
維
く
ず

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

紙
く
ず

木
く
ず

動
物
性
残
さ

1.9 1.9 1.9

ゴ
ム
く
ず

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ダ
ス
ト
類

許　可　項　目

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
類

（
陶
器
他

）

燃
え
殻

汚
泥

24.0

30.0 30.0 30.0

1次破砕機（原料：コンガラ） 2次破砕機 パルス機
選別・ふるい分けを行い製品化

再生路盤材（RC40・RM25）

種類

面積

体積

高さ

775.0

2,376.0

4.5

その他がれきアスファルト殻 ガラ陶くずコンクリート殻

24.0 24.0
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⑿　組織図

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ。

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する。

・環境管理責任、EA21事務局員を任命する。

・環境への取組を実施する為の資源（人、もの、金）を準備する。

・EA21全体の取組状況に関し評価見直しを実施する。

・経営における課題とチャンスを明確にする。

・毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。

・上記の結果を代表者に報告する。

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う。

・問題点が発生した場合、更生処置を検討する。

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する。

・環境経営目標達成の為、責任を持って、自部門の環境活動を推進する。

・自部門で発生した問題点の更生処置、予防処置を実施する。

・自部門に関連する法規等を遵守する。

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する。

・自部門の教育、訓練を実施する。

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を理解する。

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する。

代表者

葛城　亮

環境管理責任者

近藤　隼斗

EA21事務局

篠崎　直樹

EA21委員会

全従業員

本部長

平野　涼太

全従業員

全従業員

営業部　・　事業部　・　総務部

所属

本部長

・1ヶ月にに1回開催し、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状
況を審議（確認・評価）する。

環境管理責任者

EA21事務局

EA21委員会

役割・責任・権限

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し、環境
実績を向上させる

・月に1回EA21委員会を開催し、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の
実施状況を毎月確認・評価する。

・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び基礎データの作成・維持・集計・管理
を行う

代表者
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2.（Ｐｌａｎ）　環境経営方針

　株式会社アイチ．「愛を地球に」未来の循環型社会にむけて・・・を設立目的とし、

豊かな環境を次の世代へ受け継ぐ為、リサイクル問題へ積極的に取組んで参ります。

　産業廃棄物処理業務を通じて、全従業員が地球環境保全の為に環境負荷を低減する

事を目指し、住みやすい街づくり活動を行います。

⑴　事業活動における環境への負荷の特徴・課題とチャンス

　当社の二酸化炭素排出量の8割以上を占める電力・燃料の削減に努めてまいります。

受託した産業廃棄物の再資源化を行い、製造された高品質な再生材の再利用、販売

をしており、リサイクル率の向上と営業努力によってさらに販売・購入の推進を図ってい

きます。それに伴い粉塵被害による環境への負荷、人体への負荷が考えられる為、

散水作業を徹底してまいります。年間に消費する工業用水も大きなものと考えており、

節水にも努めてまいります。

　産業廃棄物の受託の際に発生するマニフェスト処理の人件費（人手不足、返送の為の

郵送費、保管期間満了のマニフェスト処理費）など、色々な問題を抱えています。

当社の全顧客電子化に努めてまいります。

⑵　環境への取組の重点分野

1）　電力・燃料の省エネに努め、二酸化炭素排出量を削減します。

2）　グリーン製品の販売・購入の推進

3）　受託した産業廃棄物のリサイクル率を向上します。

4）　節水に努め、　工業用水を削減します。

5）　マニフェストの全電子化に努めてきます。

6）　環境経営の継続的改善に努めます。

⑶　当社の事業に関連する環境関連法規を遵守します。

制定日　　2017年　9月　1日

改訂日　　2020年　4月　1日

株式会社　アイチ．

代表取締役　　葛　　城　　　亮
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3.　（Ｐｌａｎ）　環境経営目標

・当社では事業活動を踏まえて、次の5項目を環境経営目標に設定しました。

・時代背景から工事物件の減少が予測されるので、2021年度の実績値を基準年とし、そこから年度目標値を設定しました。

㎏-CO₂ ↓ ↓ ↓

ｋWh ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

㎥ ↑ ↑ ↑

件 ↑ ↑ ↑

％
リサイクル

㎥ ↑ ↑ ↑

％ ↑ ↑ ↑

〈備考〉

・化学物質は使用してないので、目標から除外した。

・二酸化炭素係数、九州送配電（株）0.433kWh（2020年度調整後排出係数）令和4年6月～令和5年5月まで使用しています。

・二酸化炭素係数、（株）新出光0.497kWh令和5年6月～現在まで、使用しています。

・削減目標　↓　1％　　増加目標　↑　1％

※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

1.二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

②ガソリン使用量の削減

③軽油使用量の削減（重機）

2021年度

1,202,289

456,547

6,816

環境経営目標
単
位

5.マニフェストの全電子化の推進

15,243

99

361,733

99

41

23,578

④軽油使用量の削減（4ｔＤ）

4.工業用水量の削減 23,342 23,109

210,276 212,379

42

-

①RC40・RM25販売量

②グリーン製品の購入

2.グリーン製品の販売・購入の推進

1,190,266

451,982

365,387

15,553

3.受託した産業廃棄物のリサイクル
率の向上

99

7 8 9

6,748

15,397 15,091

44

- -

216,653

10

22,878

43

99

214,508

・特に、2.①RC40.RM25を重要視しており、公共・民間工事の再生材の使用減少が予想されています。当社の売り上げにも
大きく影響するので、本業目標として設定しました。

対象期間（2022年9月～2023年8月）

6,680

358,116

442,987

6,613

354,535

年度目標値

2022年度 2023年度 2024年度

1,178,363

447,462

1,166,579

実績値

基準年

-5-



4.　（Ｐｌａｎ）　環境経営計画

・環境経営目標を達成する為の具体的な取組項目を以下の通りに設定し、全従業員で取組ました。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

〈備考〉

・◆は重点項目と示す　　・◆を冷房　◆を暖房と示す ※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

・スケジュールは季節の変動によって変更していきます。

1.二酸化炭素排出量の削減

2.グリーン製品の販売・購入
の推進

⑴アイドリングの手順を決め実
行する

環境経営目標

④軽油使用量の削減（4ｔ
Ｄ）

⑵エコドライブの実施

⑴使用後の記録

⑵低燃費使用の機械の変更

⑶破砕機等の無負荷運転の実
施

⑴室温の設定音（冷房27℃暖
房25℃）を決め実行する。

取組項目

⑵定期点検・清掃の実施

⑶不要な照明の消灯

⑷PCの消し忘れの確認

⑵タイヤの空気圧点検

⑴エコドライブの実施

②グリーン製品の購入 ⑴購入の推進の記録

①RC40・RM25販売量

⑴営業活動による販売の推進

⑵毎日の品質管理

3.受託した産業廃棄物のリサ
イクル率の向上

4.工業用水量の削減

5.マニフェストの全電子化の
推進

⑴安定した処理速度の遵守

⑵受託した廃物の選別

⑴節水の呼び掛け「適正な散水による
粉塵の抑制」

⑵蛇口の閉め忘れ確認

⑴契約数の確認

⑵お客様への呼び掛け

①電気使用量の削減

②ガソリン使用量の削減

③軽油使用量の削減（重
機）

葛城

藤木

加峰

近藤

加峰

加峰

加峰

対象期間（2022年9月～2023年8月）

スケジュール（月）担
当
者

各営業

各営業

藤木

三輪

藤木

江口

藤木

保田

白崎

白崎

園田

保田

篠崎
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5.　（Do）　環境経営計画の取組状況

・策定した環境経営計画に基づき、2022年度は以下の取組を全社員一丸となって実施しました。

・グリーン購入記録簿状況

・節電の呼び掛け状況

・温度管理の状況

・フロンの点検、清掃の記録状況

・営業車・4ｔＤ、燃費向上の教育状況

・タイヤの空気圧点検状況

・裏紙使用状況
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5.　（Do）　環境経営計画の取組状況

・策定した環境経営計画に基づき、2022年度は以下の取組を全社員一丸となって実施しました。

‐8‐

・窓口によるマニフェストの電子化呼び掛け
状況

・節水の呼び掛け状況

・蛇口の閉め忘れ確認状況

・粉塵対策状況

・受託した廃棄物の選別状況



6.　（Ｃｈｅｃｋ）　環境経営目標の実績

・2022年度における環境経営目標の達成状況は、以下の通りです。（目標未達成は赤文字で記載しています。）

・環境経営目標5項目の内、3項目が目標未達成となりました。

・工業用水タンクの故障によって放水作業が増えた為、4.工業用水量の削減は目標未達成となりました。

・工事物件の減少と比例していることから、6.マニフェストの全電子化推進も目標未達成となりました。

・このエコアクション22の取組が当社の飛躍発展につながるよう、計画の追加・変更、取組の強化に努めてまいります。

㎏-CO₂

ｋWh

L

L

L

㎥

件

％
リサイクル

㎥

％

〈目標達成の評価区分〉

◎　：　120％以上の目標達成

〇　：　100％以上　120％未満

△　：　80％以上　100％未満

×　：　80％未満

―　：　判定不可

※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

5.マニフェストの全電子化の推進

4.工業用水量の削減

3.受託した産業廃棄物のリサイクル
率の向上

②グリーン製品の購入

△

△

〇

△83

92

10099 99.9

23,342 27,937

③軽油使用量の削減（重機） 〇

88

212,379

8

188,079

7

15,397

351,392

11,916

361,733

88

102

△

445,923

6,889

〇

△

6,748

101

97

451,982

1.二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

達成状況

〇

目標 実績

1031,153,6321,190,266

達成率（％）

・1.②ガソリン使用量の削減が目標未達成となりました。2.①RC40・RM25の販売量の推進は、当社の売上に大きく関わる事から
本業目標に設定していましたが、目標未達成となりました。

・当社の購入電力は、2022年6月から九州送配電（株）と契約していましたが、2023年6月から新電力（株）新出光と契約する事
となりました。

・二酸化炭素係数は、九州送配電（株）0.433/ｋｗｈ（2020年度調整後排出係数）を使用し、（株）新出光0.497/ｋｗｈを使用して
います。

対象期間（2022年9月～2023年8月）

42 39

環境経営目標
単
位

2.グリーン製品の販売・購入の推進

①RC40・RM25販売量

④軽油使用量の削減（4ｔＤ） ◎

②ガソリン使用量の削減

129

目標と実績
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7.　（Ｃｈｅｃｋ）　環境経営計画の実績・取組結果

・環境経営計画の実績・取組結果は以下の通りです。

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

36 〇

〈取組結果区分〉

◎　：　取組がよく実施されている （評価点） 48点 ※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

〇　：　取組が実施されている （評価点） 47～36点

△　：　実施されているが十分ではない （評価点） 35～24点

×　：　取組が実施されていない （評価点） 23～12点

―　：　判定不可 （評価点） 11～0点

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

当社の決算時期に合わせて検討していく。

国際技能実習性の教育の強化を図っていく。

最低限の取組は行われていた。取組強化を行ってい
く。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

△

時代背景に合わせて、目標値の見直しを図る。

国際技能実習性の教育の強化を図っていく。

△

〇

△

〇

◎

△

〇
3.受託した産業廃棄物のリサ
イクル率の向上

⑴安定した処理速度の遵守

⑵受託した廃棄物の選別

⑵毎日の品質管理

②グリーン製品の購入 ⑴購入の推進の記録

①RC40・RM25販売量

⑴営業活動による販売の推進

4.工業用水量の削減

⑴節水の呼び掛け「適正な散水に
よる粉塵の抑制」

⑵蛇口の閉め忘れ確認

目標値を大きく達成した。継続努力を続けていく。

目標値を大きく達成した。継続努力を続けていく。

5.マニフェストの全電子化の
推進

⑴契約数の確認

⑵お客様への呼び掛け

工事物件の減少に比例した。目標値の見直しを図る。

工事物件の減少に比例した。目標値の見直しを図る。

〇

④軽油使用量の削減（4ｔ
Ｄ）

⑴エコドライブの実施

⑵タイヤの空気圧点検

2.グリーン製品の販売・購入
の推進

⑵エコドライブの実施

③軽油使用量の削減（重
機）

⑴使用後の記録

⑵低燃費使用の機械の変更

⑶破砕機等の無負荷運転の実
施

②ガソリン使用量の削減

⑴アイドリングの手順を決め実
行する

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

適切に行われていた。今後も取り組んでいく。

対象期間（2022年9月～2023年8月）

評
価
点

取
組
結
果

①電気使用量の削減

⑴室温の設定音（冷房27℃暖
房25℃）を決め実行する。

⑵定期点検・清掃の実施

⑶不要な照明の消灯

⑷PCの消し忘れの確認

環境経営目標 取組項目

1.二酸化炭素排出量の削減

達
成
状
況

取組評価（今後の取組も含む）

〇
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8.　（Check）　次年度の環境経営目標

・基準年、年度目標を見直し変更を行いました。以下の通りです。

・次年度の環境経営目標は赤枠で記載しています。

㎏-CO₂ ↓ ↓ ↓

ｋWh ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

L ↓ ↓ ↓

㎥ ↑ ↑ ↑

件 ↑ ↑ ↑

％
リサイクル

㎥ ↑ ↑ ↑

％ ↑ ↑ ↑

〈備考〉

・二酸化炭素係数、九州送配電（株）0.433kWh（2020年度調整後排出係数）令和4年6月～令和5年5月まで使用しています。

・二酸化炭素係数、（株）新出光0.497kWh令和5年6月～現在まで、使用しています。

・削減目標　↓　1％　　増加目標　↑　1％

※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

5.マニフェストの全電子化の推進 39 41 4240

99 - 99 -

4.工業用水量の削減 27,937 27,658 27,381 27,107

3.受託した産業廃棄物のリサイクル
率の向上

99.9 99 -

②グリーン製品の購入 7 8 9 10

④軽油使用量の削減（4ｔＤ） 11,796 11,678 11,561

①RC40・RM25販売量 188,079 189,960 191,860 193,779

11,916

2.グリーン製品の販売・購入の推進

対象期間（2022年9月～2023年8月）

③軽油使用量の削減（重機） 351,392 347,878 344,399 340,955

2022年度環境経営目標
単
位

年度目標値

2023年度 2024年度 2025年度

基準年

実績値

・電力会社の変更に伴い、2022年度の実績値を基準年とし、そこから年度目標値を設定しました。

②ガソリン使用量の削減 6,889 6,820 6,752 6,684

①電気使用量の削減 445,923 441,464 437,049 432,679

1,153,6321.二酸化炭素排出量の削減 1,087,616 1,076,740 1,065,973

-11-



9.　（Ｃｈｅｃｋ）　次年度の環境経営計画

・本年度で特に取組がなされていないものを2022年度の重点項目に掲げ◆で記載しました。

・次年度の環境経営計画は以下の通りです。

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

〈備考〉
※RC40（再生クラッシャーラン）　RM25（再生粒調砕石）

環境経営目標 取組項目
担
当
者

スケジュール（月）

1.二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

⑴室温の設定音（冷房27℃暖
房25℃）を決め実行する。

加峰

⑵定期点検・清掃の実施 加峰

⑶不要な照明の消灯 加峰

⑷PCの消し忘れの確認 加峰

②ガソリン使用量の削減

⑴アイドリングの手順を決め実
行する

近藤

⑵エコドライブの実施 園田

⑶破砕機等の無負荷運転の実
施

藤木

④軽油使用量の削減（4ｔ
Ｄ）

⑴エコドライブの実施 白崎

⑵タイヤの空気圧点検 白崎

③軽油使用量の削減（重
機）

⑴使用後の記録 保田

⑵低燃費使用の機械の変更 葛城

①RC40・RM25販売量
⑴営業活動による販売の推進 各営業

⑵毎日の品質管理 藤木

5.マニフェストの全電子化の
推進

⑴契約数の確認 篠崎

⑵お客様への呼び掛け 各営業

対象期間（2023年9月～2024年8月）

4.工業用水量の削減

⑴節水の呼び掛け「適正な散水による
粉塵の抑制」 藤木

⑵蛇口の閉め忘れ確認 保田

②グリーン製品の購入 ⑴購入の推進の記録 三輪

3.受託した産業廃棄物のリサ
イクル率の向上

⑴安定した処理速度の遵守 藤木

⑵受託した廃物の選別 江口

2.グリーン製品の販売・購入
の推進
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10.　（Ｃｈｅｃｋ）環境関連法規等の遵守状況

〈評価区分〉　

〇　：　遵守　　×　：　不遵守　　―　：　該当なし

・当社の事業活動・製品及びサービスに適用される主な環境関連法規は、次のとおりです。

騒音規制法 破砕機 〇

適用される法規等 適用事項（施設・物質・活動等） 評価

廃棄物処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

中間処理事業 〇

廃棄物処理及び清掃に関する法律
（廃掃法）

収集運搬業 〇

特定特殊自動車排ガスの規制等に関する法律
（オフロード法）

特定特殊自動車
（油圧ショベル、バックホウ）等

〇

計量法 計量器 〇

・2022年度の事業活動に対して遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また、関係機
関等からの違反の指摘、利害関係者から訴訟も過去3年間ありませんでした。

事務所内空調機 〇フロン排出抑制法

振動規制法 破砕機 〇
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11.　（Act）代表者による全体の評価と見直し・指示

事業部 総務部

　　　　　　⑶　5.マニフェストの全電子化推進

　　　　　　　　　※工事物件の把握　　　　　　　※営業・窓口での呼び掛け

EA21委員会

営業部

（2）．見直し指示の結果

　環境経営目標と環境経営計画は今後EA21委員会を中心に各部門会議での周知を行い、以下のように見直しを

行っていきます。

　　　　　　　　　※他社との情報交換　　　　　　※営業活動や窓口での販売の推進

　　　　　　　　　※必要以上の使用の禁止

　　　　　　　　　※品質管理の徹底

　　　　　　⑵　4.工業用水量の削減

　　　　　　⑴　2.グリーン製品の販売・購入の推進　①RC40・RM25の販売

人員不足によるサービス低下も原因の一つと思われます。取組状況について特に問題はないが、より一層基本的な

部分を見直していく必要性を感じました。国際社会の日本、SDGｓを目標に掲げている中、当社も2年前から国際技能

実習生を増やしています。今では4人と年々増えております。コミュニケーションはもとより、人種差別など色々な事を

注意していかなければなりません。

環境・安全・品質・出来高と常に向き合いながら、今後も取組の強化に努めていきます。

公共・民間工事の再生材の使用が年々減少していく中で、燃料の高騰による運搬費の値上がりでの配達依頼の減少、

（１）．取組状況の全体評価

　本年度の取組について全体評価を行いました。5項目のうち2項目を目標達成しました。

全体的に取組状況も正常に行われていましたが、3項目が目標未達成となりました。特に本業目標に設定していた、

【⑵グリーン製品の販売・購入の推進①RC40・RM25の販売】が前年度と同じく目標未達成となりました。
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